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各種陸上競技大会の開催と青少年の健全育成

　運動の基本、走る・跳ぶ・投げることの楽しさと重要さを子どもたちに伝えるために、毎月記録会（100ｍ走・立
幅跳び・ソフトボール投げ）・長距離会を実施して体力強化維持を目指すとともに、駅伝大会等を開催している。
各大会に参加することにより、陸上競技の楽しさを知り、小学生の県大会・全国大会に出場、中学生には全国中
学選手権・ジュニアオリンピックで優勝するなど技術向上が見られる。公園の清掃等の実施により地元住民と
のつながりを持ち、健康づくりの効用と健全な青少年育成の援助活動を実施する。

府中陸上競技協会

支援金により製作（3大会のゴールテープ） 支援金により製作（ナンバーカード）

ロードレース大会でのゴールの瞬間！支援金により製作（赤白旗）

参加総人員：1,718名

◆実施時期
　　リレーカーニバル大会　　平成23年10月 8日（土）　空城山公園グランド
　　ロードレース大会　　　　平成23年12月11日（日）　空城山公園グランドと周辺コース
　　駅伝大会　　　　　　　　平成24年 2月19日（日）　府中中央小学校グランドと周辺コース
　　記録会  　　　　　　　　毎月第2・第4土曜日     空城山公園グランド

◆参加人数
　　リレーカーニバル大会　　小学生181名　中学生 29名　　 　　　　　計210名
　　ロードレース大会　　　　小学生 37名　中学生 44名　一般 35名　　計116名
　　駅伝大会　　　　　　　　小学生122名　中学生172名　一般162名　　計456名
　　記録会　　　　　　　　　小学生・中学生　年間936名
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◆実施に伴う効果
・�リレーカーニバルでは、学生毎に仲間づくり・助け合いが学べ、体力作りに関心が持てている。
・�ロードレースでは、4年生以上であるが走る喜びを知ることができ、体力づくりができている。
・�駅伝では、4年生以上であるが、チーム作りから仲間づくり、協力・助け合いができるように
　なっている。
・�記録会には、親子で体力づくりに関心が生まれ、幼児からの参加も増えてきている。
・�それぞれの大会において準備に中学生が積極的に参加して協力・助け合いの心が生まれている。
・�各大会・記録会においても、体力づくり・コミュニケーションづくりに関心が向上している
　ように思えた。

◆苦労した点
・�リレーカーニバル・駅伝においては、小学生の参加が多少はあるものの、
　ロードレースにおいては小学生の参加が非常に少なく、締切を遅らせて学校に
　参加へのお願いをしても、なかなか集まらなかった（数年前に比べて半数以下となる）。
・�少ない予算内で参加賞等の選択に毎回悩む（参加料が低いのか？）。

◆今後の課題・発展の方向性
・�一人または一チームでも参加者が増えるよう、大会要項とは別にポスターを作成して
　学校に配布しPRをしたい。
・�伝統ある大会を継続させるためにも、若い人に一人でも多く運営面に参加してもらえる
　雰囲気を作り、新しい考えを大会に入れて行きたい。
・�ロードレース・駅伝について今後ますます車・人が増えると今のコースでは
　開催が困難となる可能性が出てくると思われ、長年続いて来ている大会なので
　もっと発展させるよう色んな意見を取り入れていきたい。

◆活動を終えての感想・意見等
・�支援により新しくナンバーカードを作成し、運営が楽になった。
　また、3大会のゴールテープを造り、ゴール時の雰囲気が非常に良くなり、
　大会が一段高くなったように思えた。
・�当初予定していたタスキの代わりに赤白の旗を準備したことにより、
　ロードレース・駅伝での交通整理を行っている気持ちが芽生え、交通整理に役立ったと思う。
・�それぞれの大会の写真が撮れなかったことを心よりお詫びいたします。
　それぞれ親等個人的には写されていたように思いますが、
　役員不足（言い訳のようですが）で写真を撮る人が居なくて申し訳ありませんでした。


